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取りりり付けけけ要領

取りりり付けけけ
付属部品
すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手順 内容 数量 用途

1 必要なパーツはありません。 – マシンの準備を行う。

2 必要なパーツはありません。 – 機体についている車輪を取り外します。

ホースガイド金具 13 ボルト½ x 1½" 2 ホースガイド金具を取り付けます。

ボルト½ x 2½" 2
ロックナット 4
ホイールモーターアセンブリ 1
油圧フィッティング 2
ソケットヘッドボルト½ x 3¾" 4

4
シムプレート 1

モータ・アセンブリを取り付けます。

チューブクランプ 2
油圧ライン 2
ボルト5/16 x 1¾" 15
カバープレート 1

スチールラインを取り付けます。

ホースブラケット 1
ボルト5/16 x ⅞" 2
フランジナット5/16" 6
ホースシールド 1

6
金具 1

ホースブラケットを取り付けます。
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手順 内容 数量 用途

45° 油圧フィッティング1-1/16", 12 tpi
SAE エンド

1

45°油圧フィッティング⅞", 14 tpi SAE エ
ンド

1

ワイヤタイ 2
フランジナット 1
カバープレート 1
チューブクランプ 1
ボルト 2
ナット 1
R クランプ 1

7

リング 1

走行ホースを取り付けます。

8 必要なパーツはありません。 – 取り付けを完了する

1
マママシシシンンンののの準備ををを行ううう

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
1. 平らな場所に駐車する。

2. カッティングユニットを下降させる。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. エンジンを止め、キーを抜き取る。

2
現在車体にににつつついいいててていいいるるる車輪ををを
取りりり外すすす

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
1. キャスタフォークの吊り上げ部を使ってユニットを
吊り上げる図 1。
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図 1

1. ラグナット 4. ボルト

2. ホイールアセンブリ 5. キャスタフォーク

3. ホイールハブ 6. キャスタフォークのジャッキ
アップ位置

2. ホイールのハブからほいーるアセンブリを外す。
ラグナットは捨てないこと図 1。

3. ホイールハブをキャスタフォークに固定している
ボルト4本とナット2個を取り外す図 1。外したも
のはすべて廃棄する。

4. バーチカルステアリングピボットををキャスタフォー
クに固定しているボルト2本とナット2個を取り外す
図 1。外したものは廃棄する。

重要残りりりのののボボボルルルトトト2本スススピピピンンンドドドルルルをををキキキャャャスススタタタフフフォォォーーー
クククににに固定しししててていいいるるるボボボルルルトトトはははゆゆゆるるるめめめななないいいでででくくくだだださささいいい。
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3
ホホホーーースススガガガイイイドドド金具ををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 ホースガイド金具

2 ボルト½ x 1½"

手順
1. ホースガイド金具を、キャスタフォーク上部に取り
付けて、2本のボルト½ x 1½"で固定する。

2. ボルトを75 ft-lb.101.7 N·m = 11.0 kg.mにトル
ク締めする。

g015817

図 2

1. ホースガイド金具 3. ボルト½ x 1½"
2. キャスタフォーク

4
モモモーーータタタ・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

2 ボルト½ x 2½"

4 ロックナット

1 ホイールモーターアセンブリ

2 油圧フィッティング

4 ソケットヘッドボルト½ x 3¾"

1 シムプレート

手順
1. ホイールモータに 45 度フィッティングを取り付

け、このフィッティングを図 3のように向ける。
フィッティングはまだ本締めしないこと。
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図 3

1. ボルト 5. 油圧フィッティング

2. ロックナット 6. シムプレート

3. ホイールハブ 7. ソケットヘッドボルト

4. ホイールモータ･アセンブリ

2. ホイールハブをモーターアセンブリに取り付け、
420‐461 N·m (36.6‐58.3 kgm) のトルクで締め
付ける。

3. キャスターフォークにホイールモーターアセンブリ
を取り付ける場所に、4つのネジ穴があるか、ま
たは2つのネジ穴と2つの貫通穴の組み合わせが
になっているマシンかどうかを確認する (図 4)。
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g524135

図 4

1. ステアリングフォーク - 2つ
のネジ穴と2つの貫通穴

3. ネジ穴

2. 貫通穴 4. ステアリングフォーク - 4つ
の貫通穴

4. マシンに装備されているキャスターフォークごとに
適切な手順を実行する。
• キキキャャャスススタタターーーフフフォォォーーークククにににホホホイイイーーールルルモモモーーータタターーーアアアセセセンンン

ブブブリリリををを取りりり付けけけるるるたたためめめののの2つつつのののネネネジジジ穴ととと2つつつののの貫
通穴がががあああるるるマママシシシンンンののの場合 ホイールモーターア
センブリとシムプレートをキャスターフォークに
取り付けモーターとキャスターフォークの間に
シムを置く、ソケットヘッドボルト1/2 x 3-3/4”2
本と、ボルト1/2 x 2-1/2”) 2個、およびロック
ナット2個で固定する。 ()。図 3

• キキキャャャスススタタターーーフフフォォォーーークククにににホホホイイイーーールルルモモモーーータタターーーアアアセセセンンン
ブブブリリリををを取りりり付けけけるるるたたためめめののの4つつつのののネネネジジジ穴がががあああるるるマママ
シシシンンンののの場合 ホイールモーターアセンブリとシム
プレートをキャスターフォークに取り付けモー
ターとキャスターフォークの間にシムを置く、
ソケットヘッドボルト1/2 x 3-3/4”4本、および
ロックナット4個で固定する。図 5

g524139

図 5

1. ロックナット 4. 油圧フィッティング

2. ホイールハブ 5. シムプレート

3. ホイールモータ･アセンブリ 6. ソケットヘッドボルト

5. ボルトを 101.7 N·m4.8 kg.m = 75 ft-lbにトルク
締めする。

5
スススチチチーーールルルララライイインンンををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

2 チューブクランプ

2 油圧ライン

1 ボルト5/16 x 1¾"

1 カバープレート

手順
1. スチール製油圧ラインをホイールモータのフィッ

ティングに仮止めする図 6。
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図 6

1. チューブクランプ 3. カバープレート

2. 油圧ライン 4. ボルト

2. キャスタフォークにチューブクランプを取り付け
る。このラインが油圧フィッティングとチューブクラ
ンプに無理なく接続するように調整する図 6。

3. チューブクランプを固定するカバープレートとボル
ト5/16 x 1¾"を図 6のように使用する。

重要 最終ススステテテッッップププまままでででははは、本締めめめしししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。

4. カバープレートチューブフィッティングと油圧フィッ
ティングを固定する。油圧ラインにねじりを掛けな
いよう、締め付けはレンチ2本を使って行うこと。

6
ホホホーーースススブブブラララケケケッッットトトををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 ホースブラケット

2 ボルト5/16 x ⅞"

6 フランジナット5/16"

1 ホースシールド

1 金具

ガガガソソソリリリンンンエエエンンンジジジンンン搭載のののトトトラララクククシシショョョンンン
ユユユニニニッッットトト
ホースブラケットをフレームに固定する ボルト5/16 x
⅞"2本、フランジナット5/16"4個を使用して図 7のよう
に取り付ける。

g015821

図 7

1. ボルト5/16 x ⅞" 3. フランジナット (5/16")
2. ホースブラケット

デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンン搭載のののトトトラララクククシシショョョ
ンンンユユユニニニッッットトト
1. フレームに金具を取り付けるボルト5/16"2本とナッ

ト2個で固定する図 8。

g015820

図 8

1. ボルト 4. ナット

2. ホースシールド 5. ボルト5/16"
3. 金具
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2. 金具にホースシールドを取り付けるボルト2本と
ナット2個で固定する。

7
走行ホホホーーースススををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 45°油圧フィッティング1-1/16", 12 tpi SAE エンド

1 45°油圧フィッティング⅞", 14 tpi SAE エンド

2 ワイヤタイ

1 フランジナット

1 カバープレート

1 チューブクランプ

2 ボルト

1 ナット

1 R クランプ

1 リング

手順
1. 油圧ポンプの下側についているホースを、ポン

プから外し、前輪モータへ続く上側のバルクヘッ
ドの字フィッティングからも外す。外したホース
は廃棄する図 9。

g015822

図 9

1. 油圧ポンプEaton 3. 字フィッティング

2. 45°油圧フィッティング図は
1-1/16", 12 tpi SAE エンド

2. ガガガソソソリリリンンン車両のののみみみポンプについている下側の90
度フィッティングを外し、マシンのポンプに合った
45度フィッティングに交換する。

• Eaton ポンプ搭載機1-1/16", 12 tpi SAE エン
ドのフィッティングを取り付ける。

• Danfoss ポンプ搭載機⅞", 14 tpi SAE エンド
のフィッティングを取り付ける。

フィッティングは仮止めにして、上方外向きにし
ておく図 9。

3. 両端にストレートフィッティングのついているホー
スを、キャスタフォークのガイドに通して下側の
スチールラインに接続する。反対側の端を油圧
タンクの下側フィッティングに取り付ける図 10ま
たは図 11。

4. 残りのホースをガイドに通し、上側のスチールラ
インに接続する。反対側の端とOリングを前輪
モーター (図 10 または図 11)用の上部ティー継
手に取り付ける。

5. 両方のホース・アセンブリを、ホースカバースプ
リットについているチューブクランプにセットし、
クランプをブラケットに取り付ける。図 10 また
は 図 11。

6. モータ側のフィッティングのジャムナットを締めて
調整を固定する。

7. タイヤを取り付け、先に外しておいたラグナット
で固定する。

8. ホースガイドからクランプへホースが無理なく通る
ようにキャスタフォークを回して位置を調整する。

9. ホースアセンブリをワイヤタイで縛り付ける図 10
または図 11。ホース端部、フィッティング、クラ
ンプの本締めを行う。

10. キャスタフォークを左右それぞれ一杯まで回し
て、タイヤ、フレーム、タンクにホースが触れず
に無理なく動くことを確認する。
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図 10
ディーゼルエンジン

1. ワイヤタイ 4. チューブクランプ 7. 油圧ポンプへ接続 10. R クランプ外側ホースホー
スシールド部分にに取りつ
ける。

2. フランジナット 5. ボルト 8. ナット

3. カバープレート 6. 前モータへ接続 9. ボルト

7
 



g530011

図 11
ガソリンエンジン

1. ワイヤタイ 4. チューブクランプ 7. 油圧ポンプへ接続
2. フランジナット 5. ボルト 8. ワイヤタイを使用して、スロットルケーブ

ルをフレームのこの部分に固定する。
3. カバープレート 6. 前モータへ接続 9. リング
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8
取りりり付けけけををを完了すすするるる

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
キットを取り付けた後、マシンを8の字走行させ、後輪
ハブナットを420〜461 N∙m45.4〜49.8 kg∙mのトルク
で締め付ける。
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